
鳩
山
町
一
般
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
マ
ル
シ
ェ

キ
ッ
チ
ン
整
備
に
係
る
補

正
予
算

児
童
措
置
費
委
託
料

５
４
０
９
万
円
の
増
額

議
会
の
議
員
報
酬
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

議
員
報
酬
等
は
、
職
員
給

与
と
同
じ
よ
う
に
人
事
院
勧

告
に
準
拠
し
て
引
き
上
げ
、

引
き
下
げ
た
り
す
べ
き
性
格

で
は
な
い
。�

（
根
岸
）

〈
反
対
討
論
〉

　

一
般
職
員
の
月
額
給
料
、

期
末
手
当
を
人
事
院
勧
告
に

準
拠
し
て
の
引
上
げ
は
、
民

間
の
賃
金
引
き
上
げ
に
つ
な

が
る
の
で
賛
成
す
る
。

�

（
根
岸
）

　

議
員
報
酬
は
勤
務
に
対
す

る
評
価
と
さ
れ
て
い
る
が
、

現
在
の
報
酬
だ
け
で
は
家
族

を
養
え
な
い
。
議
員
の
な
り

手
の
少
な
い
要
因
に
報
酬
の

問
題
が
あ
り
、
若
い
世
代
へ

の
議
員
職
の
魅
力
向
上
の
た

め
に
も
改
正
は
必
要
。

�

（
石
井
徹
）

〈
賛
成
討
論
〉

〈
賛
成
討
論
〉

第４回定例会
　

平
成
29
年
第
４
回
定
例
会
が
、
12
月
５
日
か
ら
13
日
ま
で
の
９
日
間
に

わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
の
提
出
議
案
は
、
条
例
の
制
定
に
関
す
る
も
の
３
件
、
規
約

の
制
定
に
関
す
る
も
の
１
件
、
補
正
予
算
の
議
定
に
関
す
る
も
の
４
件
の

８
議
案
、
専
決
処
分
の
報
告
に
関
す
る
も
の
２
件
の
計
10
案
件
で
全
て
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
議
員
発
議
が
１
件
提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
に
つ
い
て
は
、
反
対
多
数
に
て
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

人
事
院
及
び
埼
玉
県
人
事

委
員
会
の
給
与
に
関
す
る
勧

告
等
を
踏
ま
え
、
平
均
改
定

率
０
・
２
％
引
上
げ
の
改
定

を
平
成
29
年
４
月
１
日
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
適
用
す
る
も
の
。

　

工
事
請
負
費
３
５
０
万
円
、

備
品
購
入
費
90
万
円
の
追
加

補
正
は
、
ま
ち
お
こ
し
カ

フ
ェ
の
機
能
整
備
を
行
う
た

め
の
経
費
。

問　

工
事
の
時
期
と
内
容
は
。

答　

工
事
は
３
月
完
成
を
予

定
。
キ
ッ
チ
ン
は
２
層
シ
ン

ク
の
流
し
と
給
排
水
設
備
。

　

入
所
児
童
数
が
当
初
の
見

込
み
よ
り
増
加
し
た
こ
と
や
、

国
で
定
め
る
保
育
委
託
料
の

公
定
価
格
及
び
保
育
士
の
処

遇
改
善
に
係
る
加
算
等
が
主

な
も
の
。

　

財
源
は
国
、
県
支
出
金
を

特
定
財
源
と
し
て
充
当
す
る
。

キッチン整備で
マルシェににぎわいを

「コミュニティ・マルシェ」にキッチン整備工事可決

議
員
発
議

　

人
事
院
勧
告
の
趣
旨
を
尊

重
し
、
議
会
の
議
員
の
期
末

手
当
の
支
給
割
合
を
改
正
す

る
も
の
。

　
（
年
間
の
期
末
手
当
が
１

０
０
分
の
10
引
き
上
が
る
）

答問

５　はとやま議会だよりNo.139



坂
戸
地
区
衛
生
組
合

西
入
間
広
域
消
防
組
合

毛
呂
山
・
越
生
・
鳩
山

公
共
下
水
道
組
合

「私たちは賛成・反対しました」
○は賛成　●は反対　議は議長

平成29年第４回定例会
議　　　案

議　員　氏　名

審議
結果

大
賀
　
広
史

石
井
　
　
徹

田
中
　
種
夫

日
坂
　
和
久

森
　
　
利
夫

小
川
　
唯
一

石
井
　
計
次

小
峰
　
文
夫

根
岸
富
一
郎

中
山
　
明
美

小
鷹
　
房
義

町
　
　
長
　
　
提
　
　
出

一般職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

町長等の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

平成29年度一般会計補正予算（第4号）の議定 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

平成29年度毛呂山・越生都市計画事業今宿東土地区画
整理事業特別会計補正予算（第2号）の議定 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

平成29年度介護保険特別会計補正予算（第2号）の議定 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

平成29年度水道事業会計補正予算（第2号）の議定 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

ひとり親家庭等の医療費の支給に関する条例の一部を改
正する条例の制定 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合と鳩山町との間における公共下水道使
用料の徴収事務の事務委託に関する規約の一部を変更する規約の制定 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 原案可決

請
願「憲法9条改定に反対する意見書」の提出を求める請願 ● ● 欠 ○ ● ○ ○ ● ○ ● 議 不 採 択
議
員
提
出

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の
一部を改正する条例の制定 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 議 原案可決

※わかりやすくするために、議案名を一部省略しています

「
憲
法
９
条
改
定
に
反
対
す

る
意
見
書
」
の
提
出
を
求

め
る
請
願�
不
採
択　

請
願
審
査

　

請
願
は
、
町
民
４
名
連
記

ほ
か
３
８
５
名
の
署
名
付
き

で
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
11
日

の
総
務
委
員
会
で
審
査
さ
れ
、

賛
成
少
数
で
不
採
択
と
す
べ

き
も
の
と
な
り
、
13
日
の
本

会
議
で
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

戦
後
日
本
は
国
際
情
勢
の

変
化
に
対
し
、
時
の
政
府
の

９
条
の
解
釈
で
対
応
し
て
き

た
。
今
ま
で
外
国
か
ら
侵
略

を
受
け
ず
、
戦
争
に
巻
き
込

ま
れ
な
か
っ
た
の
は
、
日
米

安
全
保
障
条
約
と
自
衛
隊
の

存
在
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。　

憲
法
に
自
衛
隊
を
明
記
す
る

こ
と
で
、「
合
憲
」「
違
憲
」

の
議
論
に
終
止
符
を
打
つ
も

の
で
あ
る
。

　

９
条
改
正
と
い
う
と
、
戦

争
を
す
る
国
に
な
る
と
決
め

つ
け
ず
に
、
ま
ず
は
中
身
に

つ
い
て
議
論
を
進
め
て
い
く

べ
き
と
考
え
る
。�

（
大
賀
）

〈
反
対
討
論
〉

　

安
倍
首
相
は
、
２
０
１
８

年
中
に
国
会
発
議
、
国
民
投

票
を
と
考
え
て
い
る
。

　

２
０
１
６
年
度
か
ら
防
衛

費
は
５
兆
円
を
超
え
、
社
会

保
障
費
な
ど
削
減
し
て
い
る
。

　

南
ス
ー
ダ
ン
か
ら
自
衛
隊

を
戻
し
た
の
は
、
憲
法
９
条

に
違
反
す
る
か
ら
だ
。

�

（
根
岸
）

　

戦
争
の
歴
史
を
繰
り
返
さ

な
い
、
日
本
は
２
度
と
戦
争

は
し
な
い
の
思
い
が
憲
法
９

条
だ
。

　

戦
後
70
余
年
の
間
、
１
人

と
し
て
自
衛
官
の
殉
職
者
を

出
さ
な
か
っ
た
、
今
後
も
出

　

平
和
主
義
を
提
唱
す
る
我

国
だ
が
、
他
者
か
ら
の
侵
略

等
に
対
し
個
別
的
自
衛
権
の

行
使
は
認
め
ら
れ
て
お
り
、

自
衛
隊
の
活
動
に
支
障
は
な

い
。
改
正
案
で
は
集
団
的
自

衛
権
を
保
持
す
る
と
い
う
憲

法
解
釈
が
可
能
に
な
り
、
海

外
で
の
武
力
行
使
に
道
を
開

く
事
に
な
る
。

 �
（
日
坂
）

〈
賛
成
討
論
〉

一
部
事
務
組
合

議
会
報
告

　

10
月
27
日
、
春
日
部
汚
泥

再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
を
視
察

研
修
し
ま
し
た
。

　

処
理
セ
ン
タ
ー
は
、
遠
心

分
離
脱
水
機
に
よ
る
Ｅ
Ｚ
シ

ス
テ
ム
施
設
、
前
処
理
設
備

を
設
け
な
い
遠
心
分
離
脱
水

機
に
よ
る
汚
泥
の
助
燃
剤
化

施
設
で
、
全
国
初
の
処
理
セ

ン
タ
ー
で
す
。

　

９
月
９
日
、
組
合
開
設
40

周
年
記
念
式
典
が
「
ウ
ィ
ズ

も
ろ
や
ま
」
で
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。
組
合
議
員
な
ど
、
多

数
の
参
加
者
の
も
と
で
、
特

別
功
労
、
自
治
功
労
表
彰
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

10
月
12
日
、
臨
時
議
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
議
案
は
、

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ

と
１
件
で
、
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

さ
な
い
。
そ
の
背
景
に
９
条

が
あ
る
。�

（
石
井
計
次
）

はとやま議会だよりNo.139　６
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